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研究成果の概要（和文）：Rab11aは細胞内輸送を司る分子である。脂肪の吸収・代謝・排出を含む細胞内輸送に
関与すると考えられたため、脂肪食負荷により脂肪性肝炎モデルを作成し、肝細胞における脂肪代謝の検討に着
手した。まず肝細胞特異的Rab11aノックアウトマウスを作成し、正常マウスと同様に長期に生存することを確認
した。脂肪食負荷により体重や性腺周囲脂肪量による脂肪蓄積が増加していることが示唆され、肝細胞Rab11aが
細胞内脂肪蓄積に関与していることが明らかとなった。

研究成果の概要（英文）：Rab11a, one of the small GTPases, is required for intracellular trafficking.
 We hypothesized that Rab11a involves in intracellular trafficking of lipid; absorption, metabolism 
and excretion. Hepatocyte specific Rab11a knockout mice were produced and survived as long as normal
 control mice. High fat diet was given for producing the NAFLD model mice for analysis of lipid 
metabolism in the liver. Results of increase of body weight and lipid accumulation in knockout mice 
were obtained. Hepatocyte Rab11a was related with intracellular lipid accumulation.

研究分野：消化器内科

キーワード： 細胞内輸送
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１．研究開始当初の背景 
肝臓は鉄の貯蔵、トランスフェリンやヘプ
シジンの産生を担っており、鉄代謝において
重要な臓器である。また鉄の肝臓への過剰沈
着は、肝細胞障害、肝線維化を引き起こすと
ともに、酸化ストレスの誘導、腫瘍増殖の促
進、および免疫システムの修飾を介して発癌
に関与していると考えられる。特に C 型慢性
肝炎において、肝細胞のトランスフェリン受
容体の発現が亢進し鉄吸収が増加している
という報告もあり、肝臓における鉄代謝、及
びトランスフェリン受容体の肝細胞内での
動態の解明が病態解析に必要である。 
トランスフェリン受容体は、細胞内でリサ
イクリングエンドソームを介する経路で代
謝される。リサイクリングエンドソームは物
質の再回収を担う細胞小器官であるが、物質
輸送を含めた細胞内での役割は未解明であ
る点が多い。近年、低分子量 G 蛋白質である
Rab11a が上皮細胞において主に頂上膜側の
リサイクリングエンドソームに局在し、トラ
ンスフェリン受容体などのリサイクリング
を制御すると考えられている。また Rab11a 
は胆細管形成を介して肝細胞の極性に関与
し、ウイルス粒子の増殖が Rab11a に依存し
ていること、さらに B 型肝炎ウイルスの肝細
胞内への流入が細胞極性に依存することが
報告され、Rab11a が細胞極性やウイルス感
染の制御に関わることが示唆されている。し
かしいずれの報告も培養細胞での検討であ
り、遺伝子改変動物を用いた Rab11a の報告
はない。また肝細胞の極性研究にはヒト肝癌
細胞株 HepG2 が主に用いられているが、
20-40%程度の細胞しか極性を示さないこと、
胆細管構造を検出しづらいこと、頂側マーカ
ーや微絨毛の局在異常がおこることなど、培
養細胞特有の問題点が多い。さらに肝細胞は
小葉内代謝領域特異性による不均一性を有
する特殊な臓器であり、細胞極性を含む生体
メカニズムの解明には動物モデルが不可欠
である。 
申請者は、Rab11a と同じ small GTPase で
ある Cdc42 の腸管特異的ノックアウト（KO）
マウスを用い、腸管上皮幹細胞の極性維持や
発生・分化に Cdc42 が不可欠であることを
in vivo モデルで初めて明らかにした。また
肝細胞特異的 STAT3 KO マウスを用い、肝臓
の機能解析についての研究成果を報告し
（Sakamori R, et al. Hepatology 2007）、
さらに共同研究者である Nan Gao 教授
（Rutgers University, USA）とともに、腸
管特異的 Rab11a KO マウスを用いて、Rab11a 
が TLR9、NF-κβ の経路に関与して炎症性サ
イトカインの産生を制御することや炎症性
の腫瘍形成を制御することを見出してきた。
このように申請者は様々な KO マウスを用い
て消化器臓器の遺伝子学的探索に取り組ん
できた。同様の手法を用いることで、肝細胞
における細胞極性、リサイクリングエンドソ
ームの役割を明らかにし、また肝炎・肝癌の

病態解明や治療戦略の構築を目指したい。 
 
２．研究の目的 
肝細胞は、類洞に面する基底膜側と微小胆
管に面する頂上側の、二極化した細胞膜を有
する上皮細胞であり、代謝物質がそれぞれに
選別される精巧な解毒代謝システムを有す
る。また肝臓の代謝系は、小葉内の肝細胞が
均等に担うわけではなく、局在部位ごとに異
なる代謝能を示す領域特異性を有する。この
ように肝臓は細胞単位と小葉単位の両方に
おいて組織構築が代謝制御に関わっており、
細胞極性の解明が肝代謝の理解には欠かせ
ないと考えられる。申請者らは腸管上皮細胞
特異的 Rab11a KO マウスを作製し、細胞極性
の破綻とともに腸管上皮細胞の重層化、細胞
増殖の増加が起きることを見出した。同じ上
皮細胞である肝細胞の細胞極性にも Rab11a
が関与することが推察されることから、本研
究では、肝細胞特異的 Rab11a KO マウスを用
いて、肝細胞極性及び組織構築の分子メカニ
ズムを解明する。 
 
３．研究の方法 
肝細胞特異的 Rab11a KO マウスを用いる。
Rab11a を flox 化した Rab11a lox/lox マウス
は前述の Nan Gao 教授より供与され、当研究
室が保有するAlb-Creマウスと交配させるこ
とで Cre-loxP システムにより肝細胞特異的
KO マウスを作製する。また成長後にノックア
ウトを誘導するために Mx1Cre マウスとの交
配も併せて行い、polyI.C.投与により Cre 発
現を誘導する KO マウスも作製する。また仔
マウスの尾より DNAを抽出し PCR法によりマ
ウスの遺伝子型（Rab11a loxP 及び Cre）を
同定する。KO マウスには Rab11a lox/lox; 
AlbCre マウスを使用し、コントロールには
Rab11a lox/lox マウスを用いる。また適宜ヘ
テロタイプとして Rab11a lox/+; AlbCre マ
ウスを使用する。誘導型 KO マウスは Rab11a 
lox/lox; Mx1Cre マウスに polyI.C.を腹腔内
投与することで作製し、コントロールとして
Creを有しない Rab11a lox/lox マウスに同量
の polyI.C.を投与する。マウス肝から蛋白を
回収しウェスタンブロット法により Rab11a
の蛋白発現を確認する。また Rab11a 
activation assay kitを用いて活性型Rab11a
も併せて確認する。さらに組織学的にも
Rab11a の発現を確認するため Rab11a 抗体に
より免疫組織染色を行う。またこの抗体は、
すでに腸管上皮細胞特異的 KO マウス、及び
肝癌細胞株に対して用いており、ウェスタン
ブロット法及び免疫組織染色に使用可能で
あることが確認されている。 
 
４．研究成果 
臓器特異的 Rab11a ノックアウトマウスと
して、肝細胞特異的 Rab11a ノックアウトマ
ウス、腸管上皮細胞特異的 Rab11a ノックア
ウトマウスを作成した。 



腸管上皮細胞特異的 Rab11a ノックアウト
マウスについては、海外の共同研究者ととも
に解析を行った。腸管上皮細胞特異的 Rab11a
ノックアウトマウスの腸管上皮においては、
細胞増殖マーカーの増加を認めていた。また
腸管上皮細胞特異的 Rab11a ノックアウトマ
ウスの腸管上皮において、膜蛋白の細胞内局
在、特に先天免疫に関与する TLR9 の細胞内
局在に変化が生じていた。さらに Rab11a ノ
ックアウトマウスの腸管上皮における IL-6
を始めとする炎症性サイトカインの発現増
加とともに Stat3 の活性化を認めていた。さ
らに P65 や RelB の発現上昇にみられる NF-
ｋB、MAP kinase 経路の活性化もみられた。
またこの経路にRab8は関与していなかった。
腸内細菌を認識する TLR そのものを Rab11a
が制御しており、IKKs/NF-kB や MAPK 経路を
介した IL-6 や IL-1βといったサイトカイン
産生を制御していることが明らかとなり、
Rab11a が腸管上皮における TLR9 を介した免
疫系に関与していることが示された。 
一方、肝細胞特異的 Rab11a ノックアウト
マウスについては、腸管上皮細胞特異的
Rab11a ノックアウトマウスとは異なり、正常
マウスと同様に長期に生存したため、負荷実
験を行った。Rab11a は細胞内輸送を司る分子
であり、脂肪の吸収・代謝・排出を含む細胞
内輸送に関与すると考えられたため、脂肪食
負荷により脂肪性肝炎モデルを作成し、肝細
胞における脂肪代謝の検討に着手した。脂肪
食負荷により体重や性腺周囲脂肪量による
脂肪蓄積が増加していることが示唆され、肝
細胞 Rab11a が細胞内脂肪蓄積に関与してい
ることが明らかとなった。 
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